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まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置町

笠置町

和束町

音楽とダンスで心を一つに

あなたのお家にある昭和のモノを
募集します

鳥獣被害防止にご協力を

　6月 29 日（木）、笠置小学校でミュージックフェスティバルが開かれました。児童たちは、自主的に他
の学年や先生を交えて発表グループを作り、休み時間などを使い一生懸命練習を重ねてきました。
　当日は、リコーダーや木琴・電子オルガンなどを使っ
た演奏をはじめ、ダンスや、流行のネタを取り入れた
パフォーマンスを披露し、会場は大盛り上がりでした。
　また、今年から笠置保育所の子どもたちも参加し、
お兄さん・お姉さんの前で、一生懸命歌の披露をおこ
ないました。
　参加した児童から「今から来年のミュージックフェ
スティバルが楽しみ！」という声も聞かれ、児童たち
にとってかけがえのない思い出となりました。

　笠置町では、町民のみなさんのお家に保管されている昭和の映像・写真・切手・
看板など、思い出のモノを募集します。
　集められた思い出のモノを一堂に展示し、町民のみなさんと当時の状況を語
り合い、過去を偲ぶとともに、町外のみなさんにも広く笠置町の様子を知って
いただく機会としたいと思います。
　映像や写真などが、いつ・どこで撮影されたものなのか、ご確認いただき、
8月 31日（木）までに役場までお持ちいただくか、以下の問合せ先までご連絡
ください。

問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）

　近年和束町全域において、野生鳥獣が頻繁に出没して被害をもたらしております。
　こうした中、関係機関との連携をおこないながら野生鳥獣の捕獲や侵入防止柵の設置による対策を進め
ているところで、特にニホンザルの被害は大きいため、平成 27年度〜 28年度に個体数調整事業を実施し、
平成 28年度は 79 頭を捕獲しております。また、今年度もこれまでに 15頭を捕獲しており、今後も捕獲
のための檻の設置を予定しております。
　ニホンザルを集落に来させない為には
集落は怖い所と学習させる事が必要です。
　住民のみなさんにも地域ぐるみの追い
払い活動や不要果樹の除去等をおこなっ
ていただき、ニホンザルが来にくい環境
づくりにご協力をお願いします。

○鳥獣の捕獲実績 （7月 15日現在）

　 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度

サル 19 頭 10 頭 79 頭 15 頭

シカ 25 頭 51 頭 50 頭 6頭

イノシシ 50 頭 13 頭 12 頭 9頭

ゆずポンズによる「栄光のかけはし」

₂



まち・むらの話題まち・むらの話題

南山城村

和束町

南山城村

お願いごとかなうかな
〜和束保育園　たなばたのつどい〜

宇治茶の主産地 南山城村の名声高まる

まちづくり功労者国土交通大臣表彰を受賞

　7月 7日（金）、和束保育園ではたなばたのつどいがおこな
われました。
　全園児が 2階ホールに集まって、七夕の由来を園長先生か
ら聞き、その後に紙コップ人形の七夕劇を楽しみました。
　子どもたちは、空を見上げながら、
「今日は織り姫様と彦星様は会えるの
かな」「お願いごとかなうのかな」と
話しながら、雨が降らないように願っ
ていました。

　7月 4日（火）、5日（水）の 2日間、宇治茶会館（宇治市）において、第 35回京都府茶品評会の審査
会が開かれました。
　この品評会には、煎茶（30点）・かぶせ茶（56点）・玉露（75点）・てん茶（126 点）が出品され、「お
茶の形や色・香・味」の各項目について審査がおこなわれた結果、南山城村では煎茶の部において、木野
怜子さん（今山）が見事、1等 1席の栄誉に輝かれました（農林水産大臣賞申請予定）。
　そのほか、1等 2席にはコーカ共同製茶（高尾）、1等 3席
にはグリーンティー高尾（高尾）が入賞されるとともに、京
都府知事優勝旗（産地賞）の受賞（18年連続の 25回目）が
確実となりました。
　品評会に出品いただきました生産者のみなさんのご努力に
感謝申しあげます。

　6月 16 日（金）、まちづくりと景観を考える全国大会においておこなわれた平成 29 年度まちづくり月
間まちづくり功労者国土交通大臣表彰受賞式において、南山城村が「まちづくり功労者国土交通大臣表彰」
を受賞しました。
　これはお茶を軸とした交流と持続可能な「村」づくりのた
めの拠点形成に貢献したことが認められたものです。
　「お茶の京都」構想における交流・情報発信拠点としての役
割を担うとともに、「村で暮らし続ける」ために必要となる持
続可能な農業・産業の展開や地域で支え合う絆を生み出す道
の駅「お茶の京都　みなみやましろ村」を整備し、村を含む
京都府南部地域の産業振興及び地域活性化に貢献しました。
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まち・むらの話題まち・むらの話題

３町村

３町村

和束 B&G 海洋センタープール一般開放

「日本遺産サミット in 京都」〜日本遺産観光見本市〜

　和束B＆G海洋センタープールの一般開放を下記のとおり実施しますので、みなさんのご利用をお待ち
しております。

開放期間　7月 24日（月）〜 8月 31日（木）
　　　　　午後 1時 30分〜 4時
　　　　　※ただし、火曜日・木曜日は休館日です。

そ の 他　�今シーズンは都合により屋根を開放した
状態での運用となりますがご理解とご協
力のほどよろしくお願いします。

問 合 せ　和束町総務課　海洋センター担当
　　　　　☎ 0774・78・3001（直通）（内線 316）

相楽東部広域連合立南山城小学校のプール一般開放を実施します。
プールの利用は、村内外を問わずご利用いただけます。

一般開放期間　　8月 10日（木）〜 16日（水）
利 用 時 間　　午後 1時〜 4時
場　　　　所　　南山城小学校 プール

プール利用に係る注意事項
◦小学生以下の児童・幼児がプールを利用される場合は、必ず保護者の責任によりプールサイドでの監視をお願いします。
◦プールを利用される方は、体調についての自己管理をおこない、利用は自己責任でお願いします。
◦利用の際は、プール安全監視員等の指示に従いマナーを守ってご利用ください。

　7月 1日（土）・2日（日）、けいはんなオープンイノベーションセンターKICKにて、日本遺産サミット
が開かれました。
　今年度はお茶の京都ターゲットイヤーとして、お茶の京都関連 12市町村ブースを「宇治茶エリア」に出
展しました。
　笠置町では、役場と商工会が共同でブースを出展し、町の観光PRや笠置名物の「ゆるぎ飴」や「きじ釜飯」
の販売をおこないました。
　和束町もブース出展し、お茶のかき氷やグリーンティーの販売、観光パンフレットの配布を通して和束
町をPRしました。
　南山城村からは道の駅「お茶の京都　みなみやましろ村」が出展し、村茶ペットボトル・むらちゃパウ
ンドケーキ・村茶ようかんの販売をおこないました。
　ゆるキャラの「笠やん」「茶茶ちゃん」も参加し、大人から子どもまで多くの参加者で賑わいました。

南山城小学校プール一般開放

　天候が不順な時や急変した時は、予告なく中止や
利用時間の短縮をすることもありますので、ご了承
ください。

利用料金
町内在住者 町外在住者

幼　児 50 円 80 円
小・中学生 100 円 150 円
高校生・一般 150 円 200 円
※�小学 3年生以下の方がご利用の場合は、保護者の同伴が
必要です。
※利用料金は、ご利用当日受付でお支払いください。

道の駅「お茶の京都  みなみやましろ村」ブース｢茶源郷　和束｣ ブース笠置町ブース
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行　政行　政

　2021 年に開催されるワールドマスターズゲームズに向けての準備を推進するため、地域力推進課内に�
ワールドマスターズゲームズ準備室を新設しました。

　

和
束
町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
平
成
29
年
7
月
1
日
〜
平
成

32
年
6
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
の
任
期
で

渡

隆
一
郎
さ
ん
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
平
成
29
年
7
月
1
日
〜
平

成
32
年
6
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
の
任
期

で
森
山
髙
吉
さ
ん
と
福
田
將
人
さ
ん
が
再

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
視

し
、
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
救
済
の
た

め
に
す
み
や
か
に
適
切
な
処
理
を
と
る
と

と
も
に
、
常
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
に

努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
地
域
の
住

民
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
活
動
や
人
権
相
談
を
受
け
る

な
ど
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
原
則
毎
月
27
日
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
人
権
に
関

す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
お
問
合
せ
は
和

束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8
ま
で
）

　

南
山
城
村
で
は
、
月
1
回
の
人
権
相
談
、
8
月
の
人
権
教
育
研
修
会
、
12

月
の
街
頭
啓
発
、
人
権
の
花
運
動
に
よ
る
球
根
等
配
布
を
は
じ
め
と
し
た

啓
発
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
お
問
合
せ
は
南
山
城
村
総
務
課

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
ま
で
）

7 月から和束町の組織が変わりました

和
束
町
・
南
山
城
村
で
そ
れ
ぞ
れ

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

再
委
嘱

和束町組織図
今回新設された室

庶
務
係

地
域
情
報
係

財
政
係

行
政
係

健
康
係

介
護
保
険
係

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
診
療
所

税
務
係

住
民
戸
籍
係

保
険
年
金
係

茶
業
係

振
興
係

環
境
係

庶
務
係

建
設
係

上
下
水
道
係

福
祉
係

企
画
係

観
光
係

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室

啓
発
調
整
係

会
計
係

事
務
局

議
会
事
務
局

福

　祉

　課

税
住
民
課

人
権
啓
発
課

地
域
力

　
　推
進
課

総

　務

　課

議

　
　
　会

湯
船
財
産
区

建
設
事
業
課

農
村
振
興
課

会
計
管
理
者

会

　計

　課

海
洋
セ
ン
タ
ー

和
束
保
育
園

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

児
童
ク
ラ
ブ

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
こ
ど
も
館

副
町
長

町

　長

渡 隆一郎さん南山城村人権擁護委員委嘱式
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行　政行　政
　
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に
基
づ
き
、
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
3
市
町
村
で
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
圏
域
の
め
ざ
す
将
来
像
や
具
体
的
な
取
組
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
度
か
ら
平
成
33
（
2
0
2
1
）
年
度
ま
で
の

5
年
間
の
計
画
と
し
て
、
毎
年
度
見
直
し
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
取
組
を
次
の
3
つ
の
分
野
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

①
生
活
機
能
の
強
化
〈
医
療
、
健
康
・
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、
環
境
、
防
災
〉

　

◦
一
次
・
二
次
救
急
医
療
体
制
の
充
実
・
確
保
を
お
こ
な
い
、
圏
域
住
民
に
安
心
し
た
医
療
を
提
供
す
る

　

◦
救
急
医
療
や
応
急
処
置
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
24
時
間
対
応
す
る
電
話
相
談
事
業
を
圏
域
へ
拡
大
す
る

　

◦�

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
「
出
会
い
」
か
ら
「
結
婚
」
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
若
者
が
安
心
し
て

住
み
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
の
充
実
を
め
ざ
す

　

◦
圏
域
で
連
携
し
た
観
光
施
策
や
地
場
産
業
の
振
興
を
進
め
、
誘
客
や
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
を
め
ざ
す

　

◦
災
害
時
の
正
確
な
情
報
共
有
や
圏
域
内
で
の
相
互
応
援
体
制
を
整
備
す
る

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
〈
公
共
交
通
、
I
C
T
活
用
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
地
産
地
消
、
内
外
交
流
〉

　

◦
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
通
院
な
ど
を
考
慮
し
た
地
域
の
公
共
交
通
網
や
道
路
の
整
備
を
進
め
る

　

◦�

圏
域
内
へ
の
移
住
希
望
者
が
必
要
と
す
る
情
報
の
提
供
や
支
援
を
お
こ
な
う
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
圏
域
全
体

で
情
報
発
信
に
取
り
組
む

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
〈
人
材
育
成
・
交
流
、
人
材
確
保
〉

　

◦
圏
域
内
の
職
員
の
能
力
や
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
合
同
で
研
修
会
な
ど
を
実
施
す
る

　

◦
外
部
有
識
者
か
ら
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
政
策
課
題
を
研
究
・
検
討
す
る

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
都
市
機
能
や
地
域
資
源
な
ど
、
お
互
い
が
有
す
る
強
み
を
持
ち
寄
っ
て
弱
み

を
補
い
合
い
、
こ
れ
ま
で
か
ら
の
つ
な
が
り
や
結
び
つ
き
を
よ
り
強
め
合
う
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
圏
域
を
作
り
出
す
こ
と
を

め
ざ
し
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
企
画
観
光
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
課　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
（
直
通
）

「
定
住
自
立
圏
構
想
」

と
は
？

現
在
、
地
方
で
は
人
口
減
少
が
加
速
し
、
単
独
の
市
町
村
で
医
療
や
公
共
交
通
な
ど
の
生
活
機

能
を
維
持
・
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

➡　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

「
定
住
自
立
圏
構
想
」

同
じ
生
活
圏
の
市
町
村
が
連
携
し
て
、
医
療
・
産
業
振
興
・
公
共
交
通
な
ど
の
生
活
機
能
を
全

体
で
確
保
し
、
住
民
の
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組

本
人
通
知
制
度
と
は

　

3
町
村
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
方
が
事
前
に
登
録

し
て
お
け
ば
、
そ
の
方
の
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
本
人
等
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、

そ
の
交
付
し
た
事
実
を
登
録
者
本
人
に
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正
請
求
の

抑
止
や
、
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
防
止
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

一
度
登
録
す
れ
ば
永
年
と
な
り
ま
す
が
、
転
出
・
転
居

等
の
住
所
異
動
や
戸
籍
の
届
出
等
に
よ
り
、
登
録
事
項
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
又
は
登
録
を
廃
止
し
た
い
場
合
は
、

別
に
本
制
度
の
変
更
・
廃
止
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
通
知
が
届
い
た
場
合
、
各
役
場
に
て
開
示
請
求

を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
な

ど
開
示
で
き
な
い
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

　

そ
し
て
前
年
度
ま
で
は
同
一
世
帯
の
方
で
あ
っ
て
も

申
請
に
は
委
任
状
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
要
綱

改
正
に
よ
り
同
一
世
帯
の
場
合
は
委
任
状
を
つ
け
な
く
て

も
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
町
村
役
場
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン 

〜
水
と
歴
史
で
つ
な
が
る
圏
域
〜

住
民
票
の
写
し
等
の
事
前
登
録
型

本
人
通
知
制
度
の
ご
案
内

6



行　政行　政
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

７
月
は
、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
の
強
調
月
間

で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

笠
置
町
で
は
７
月
12
日

（
水
）、
早
朝
よ
り
Ｊ
Ｒ
笠

置
駅
で
街
頭
啓
発
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
笠
置
町
産
業

振
興
会
館
に
て
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
笠
置
町

推
進
委
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

推
進
委
員
会
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
保
護
司
の
北
口
隆
吾
さ
ん
か
ら
推
進
委
員
長
で
あ

る
笠
置
町
長
に
伝
達
さ
れ
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
、
地
域
社

会
の
理
解
と
協
力
を
深
め
、
学
校
関
係
団
体
・
町
内
各
種

団
体
・
警
察
関
係
機
関
な
ど
に
よ
る
報
告
を
受
け
て
情
報

交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
、
7
月
3
日
（
月
）
午
前
7
時
30
分
か
ら

白
栖
橋
交
差
点
付
近
で
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
街
頭

啓
発
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

啓
発
活
動
に
は
和
束
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
連
絡

協
議
会
を
構
成
す
る
各
種
団
体
の
代
表
ら
20
人
余
り
の
方

  

6
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
小
西
雄
さ
ん
（
本
郷
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
1
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
林
信
彦
さ
ん

（
月
ヶ
瀬
N
T
）
の
退
任
に
伴
い
、
新
し
く
岡
﨑
孝
一
さ

ん
（
月
ヶ
瀬
N
T
）
が
同
委
員
と
し
て
選
任
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
7
月
2
日
か
ら
平
成
32
年
7

月
1
日
で
す
。

が
通
勤
通
学
途
中
の
ド

ラ
イ
バ
ー
や
学
生
ら
に

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

啓
発
物
品
を
配
り
な
が

ら
、
運
動
へ
の
協
力
を

求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
あ
と
保
育

園
や
小
中
学
校
を
訪
問

し
、
児
童
・
生
徒
に
一

言
ず
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
ま
し
た
。

　

9
月
上
旬
に
N
T
T
の
設
備
工
事
に
伴
い
、
高
度
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
停

止
し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
・
時
間
帯
は
決
ま
り
次
第
、
防

災
行
政
無
線
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ

　

笠
置
町
企
画
観
光
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　

南
山
城
村
総
務
課

　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
（
直
通
）

　

緑
の
募
金
（
春
期
）
に
は
、
各
地
区
・
自
治
会
の
ご
協

力
に
よ
り
、
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
み
な
さ
ん
か
ら
多

く
の
募
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
公
益
社
団
法
人
京
都
モ
デ
ル

フ
ォ
レ
ス
ト
協
会
で
集
約
さ
れ
植
樹
活
動
や
環
境
学
習
な

ど
の
緑
化
関
係
事
業
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
度
、
南
山
城
村
に
お
い
て
は
地
域
緑
化
の
推
進
事

業
と
し
て
桜
植
樹
等
の
取
組
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
啓
発
活
動
等
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
（
笠
置
町
・
和
束
町
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
選
任

（
南
山
城
村
）

高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
の
お
し
ら
せ

（
笠
置
町
・
南
山
城
村
）

「
緑
の
募
金
」
に
4
6
，8
3
8
円

（
南
山
城
村
）

岡﨑孝一さん

小西雄さん

JR 笠置駅で街頭啓発（笠置町）

犯罪のない明るい社会　街頭啓発で訴え（和束町）
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保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
29
　
脂
肪
肝
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

昔
か
ら
C
型
肝
炎
・
B
型

肝
炎
・
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
は
、

肝
硬
変
や
肝
臓
癌
に
な
り
、
死

に
至
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
と

し
て
、
注
意
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

た
だ
最
近
で
は
C
型
肝
炎
・
B

型
肝
炎
は
治
療
の
進
歩
に
よ
り

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
最
近

注
意
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
、
お
酒
を
あ
ま
り
の
ん

で
い
な
い
の
に
、
肝
臓
に
脂
肪

が
た
ま
っ
て
し
ま
う
脂
肪
肝
で

す
。
そ
の
多
く
は
肥
満
・
糖
尿

病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
に

伴
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
日
本
で

も
肥
満
の
人
が
増
え
て
お
り
、

約
30
％
の
人
が
脂
肪
肝
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
の
な
か
の
10
〜
20
％
は

肝
硬
変
や
肝
臓
癌
に
進
展
す
る

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎

（
N
A
S
H
）
と
い
う
病
気
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
肥
満
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
増
加
に
伴
い
、
患
者
さ
ん
も

年
々
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
自

覚
症
状
な
ど
は
な
く
、
か
な
り

進
行
し
な
い
と
症
状
は
出
現
し

ま
せ
ん
。
特
に
高
度
肥
満
、
糖

尿
病
が
あ
る
、A
S
T（
G
O
T
）

と
い
う
肝
機
能
が
高
い
、
血
小

板
が
低
い
方
は
注
意
が
必
要
で

す
。
診
断
す
る
に
は
肝
臓
の
組

織
検
査
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
最
近
で
は
肝
癌
や
肝

硬
変
に
な
り
や
す
い
遺
伝
子
の

型
も
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
組

織
検
査
や
、
遺
伝
子
検
査
は
簡

単
に
は
お
こ
な
え
ま
せ
ん
が
、

一
般
的
な
採
血
で
も
あ
る
程
度

の
診
断
や
病
気
の
進
展
を
予
測

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
ま
ず
、
食
事

運
動
療
法
で
す
。
体
重
を
7
〜

10
％
減
ら
す
こ
と
で
、
脂
肪
肝

が
改
善
し
ま
す
。
食
事
と
し
て

減
ら
し
た
ほ
う
が
良
い
の
は
、

総
カ
ロ
リ
ー
・
糖
質
（
炭
水
化

物
）・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
・
動
物

性
脂
肪
に
多
い
飽
和
脂
肪
酸
・

食
用
油
に
多
い
ω

−

6
脂
肪
酸

で
、
増
や
し
た
ほ
う
が
良
い
の

は
魚
類
・
魚
油
に
多
い
ω

−

3
脂

肪
酸
・
食
物
繊
維
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

健
診
な
ど
で
脂
肪
肝
も
し
く

は
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
方

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

木
津
川
市

　

松
森
医
院　
　

松
森　

篤
史

　

6
月
19
日
（
月
）、
和
束
小
学
校
6
年
生
19
人
が
認
知

症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
小
学
生
向
け
の
講
座
は
今
年
で
2

回
目
で
「
認
知
症
の
人
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
」
を

テ
ー
マ
に
、

※
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
和
束
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
課
職
員
が
講
師
と
な
り
、
認
知
症

の
病
気
の
理
解
や
接
し
方
等
に
つ
い
て
寸
劇
等
を
交
え
伝

え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
接
し
方
に
よ
っ
て
症

状
が
和
ら
ぐ
こ
と
を
学
び
、
班
ご
と
で
認
知
症
の
方
へ
の

対
応
を
考
え
、
活
発
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
や
修
了
証
を
受
け

取
り
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の

応
援
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
※

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

き
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う

人
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は
住
民
向
け
の
講
座

も
開
く
予
定
で
す
。

○�

事
前
登
録
制
度 

〜
笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
認
知
症

高
齢
者
等
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
〜

　

こ
の
制
度
は
、
徘
徊
の
あ
る
認
知
症
の
方
な
ど
の
情
報
を

事
前
に
登
録
し
、
万
一
、
行
方
不
明
に
な
ら
れ
た
場
合
、
関

係
機
関
に
登
録
情
報
を
提
供
し
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

高
齢
者
を
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
・
保
護
し
、
高
齢
者
の
安

全
と
家
族
の
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者　

�

各
町
村
に
住
所
を
有
し
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
行

方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

申
請
方
法　

�

左
記
の
担
当
課
に
申
請
し
「
認
知
症
高
齢
者
等

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
前
登
録
届
」
を
提
出

※�

行
方
不
明
だ
と
気
づ
い
た
と
き
は
す
ぐ
に
木
津
警
察
署
、

最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

笠
置
町
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　

笠
置
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
8
9
0

　

和
束
町
福
祉
課
・
和
束
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
6
（
直
通
）

　
南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
き
ま
し
た

徘
徊
の
あ
る
認
知
症
の
方
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8時 30分～

午後 0時 30分
診療時間 午前 9時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
9 月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
9 月 3 日（日） 内科・小児科
9月 10日（日） 内科
9月 17日（日） 内科・小児科
9月 18日（月・祝） 内科・小児科
9月 23日（土・祝） 内科・小児科
9月 24日（日） 内科・小児科
※8月分については広報れんけい7月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）
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保健・福祉保健・福祉

　

8
月
実
施
の
集
団
検
診
を
受
診
出
来
な
い
方
や
、
子
宮

体
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
医
療
機
関
で
受
け
て

い
た
だ
く
子
宮
が
ん
個
別
検
診
を
10
〜
1
月
の
4
カ
月
間

実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
活
用
し
て
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

検
診
費
用　

子
宮
頸
が
ん　
　
　
　
　

1
0
0
0
円

　
　
　
　

子
宮
体
が
ん
・
頸
が
ん　

1
5
0
0
円

申
込
み　

�

8
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
南
山
城
村
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関
を
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　
　
　
　

�

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
診
察
時
間
を
お
し
ら

せ
し
、
後
日
受
診
票
を
個
人
宛
に
送
り
ま
す
。

　

集
団
検
診
は 

8
　

月
7
　

日
（
月
）・ 

22
　

日
（
火
）
の
2
　

日

間
で
す
。
申
込
み
が
ま
だ
の
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

医療機関名 所在地 電　話

山
城
南
保
健
所
管
内

京都山城
総合医療センター
（山城病院）

木津川市木津駅前
1丁目 27番地 ☎ 0774・72・0235

えくにレディース
クリニック

精華町精華台
3丁目 12番地 -2 ☎ 0774・95・9168

下里医院 精華町山田下川原
22-2 ☎ 0774・72・1212

いわたレディース
クリニック

木津川市
高の原イオン
ショッピング
センター 3F

☎ 0774・39・3999

きゅうまウイメンズ
クリニック

木津川市州見台
7丁目 1-28 ☎ 0774・71・8163

華クリニック 木津川市兜台
4丁目 3-9 ☎ 0774・72・2747

伊
賀
市
内

森川病院 伊賀市上野忍町
2516-7 ☎ 0595・21・2425

中産婦人科緑ヶ丘
クリニック

伊賀市緑ヶ丘本町
761 ☎ 0595・21・5678

　

母
子
家
庭
の
母
親
の
健
康
管
理
の
一
助
と
し
て
、
京
都
第
一

赤
十
字
病
院
及
び
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
の
御
厚
意
に
よ

り
、
半
日
の
人
間
ド
ッ
ク
（
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
記
要
領
で
受
診
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
29
年
12
月
～
平
成
30
年
３
月

実
施
場
所　

京
都
第
一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

�

山
城
南
保
健
所
管
内
に
居
住
す
る
母
子
家
庭
の
母
親

（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
者
）
で
、満
30
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
昨
年
度
受
診
を
し
て
い
な
い
者
。

申
込
方
法　

�

山
城
南
保
健
所
福
祉
室
又
は
市
役
所
・
役
場
に
あ
る

受
診
申
込
書
に
記
入
の
う
え
82
　

円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
え
て
保
健
所
・
市
役
所
・
役
場
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員　

�

お
お
む
ね
昨
年
並
み
予
定
（
28
年
度
の
山
城
南
保
健

所
管
内
受
診
者
は
12
人
）（
申
込
み
が
定
員
を
上
回
っ

た
場
合
は
、
受
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受

診
の
可
否
に
つ
い
て
は
返
信
用
封
筒
で
直
接
お
し
ら

せ
し
ま
す
。）

申
込
締
切　

９
月
1
日
（
金
）

検
査
項
目　

�

尿
検
査
・
便
検
査
・
血
液
検
査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

胃
透
視
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）・
心
電
図
検
査
・
内
科
・

子
宮
頸
が
ん
検
査

　
　
　
　
（
検
査
項
目
す
べ
て
を
受
検
の
こ
と
）

費　

用　

�

検
査
に
要
す
る
経
費
は
無
料
で
す
が
、精
密
検
査
（
再

検
査
）
及
び
交
通
費
は
、
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　

�

特
段
の
事
情
な
く
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
は
、

来
年
度
以
降
本
人
間
ド
ッ
ク
の
申
込
み
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

敬
老
会
（
３
町
村
）

子
宮
が
ん
個
別
検
診
の
お
し
ら
せ

（
南
山
城
村
）

平
成
29
年
度
母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
の
募
集
に
つ
い
て

医療機関案内

　

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
お
祝
い

す
る
敬
老
会
を
各
町
村
で
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
笠
置
町
】

対　

象　

75
歳
以
上
の
方

日　

時　

9
月
15
日
（
金
）
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
　
　
　
（
開
場
時
間　

午
後
0
時
30
分
）

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

内　

容　

�

式
典
、
豊
来
家
玉
之
助
さ
ん
に
よ
る
太
神
楽
曲

芸
、
北
島
三
郎
の
そ
っ
く
り
さ
ん
・
美
空
ひ
ば

り
の
そ
っ
く
り
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

問
合
せ　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
5
0

【
和
束
町
】

対　

象　

数
え
70
歳
以
上
の
方

日　

時　

9
月
16
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分

場　

所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

式
典
、
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

問
合
せ　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
6
（
直
通
）

【
南
山
城
村
】

対　

象　

70
歳
以
上
の
方

日　

時　

9
月
2
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

内　

容　

�

式
典
、松
本
恵
美
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、

正
司
敏
江
さ
ん
の
漫
談
等

　
　
　
　

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）
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教　育教　育

　連合教育委員会では、教職員等の健康を保持・増進し、心身のリフレッシュを図るとともに、総実働時間
の短縮並びに計画的な休暇の取得を促進するため、管内小・中学校における夏季休業期間中の業務休止日を
設定します。ご承知いただくとともに、ご理解とご協力をお願いします。

　■ 業務休止日　８月10日（木）・14日（月）・15日（火）・16日（水）
　■ 緊急連絡先　相楽東部広域連合教育委員会　☎ 0774・78・4335

　好天に恵まれた 7月 10 日（月）、笠置中学校 2年生は校区内を流れる木津川で、町内のフジタカヌー研
究所インストラクターの指導の下、カヌー体験をしました。小学校で体験していたこともあり、平水面で
の練習に余裕が感じ取れました。仕上げは学習のまとめとして約 6kmのカヌーツーリングにチャレンジし
ました。川の深さや流れを見とり、何よりも自他の安全を確保。
カーブでのコース取りなどに注意しながら、全員が無事ゴー
ルしました。川面から見る非日常の景色は格別なもので、地
元の魅力を再確認する機会となりました。

学校における夏季休業期間中の業務休止日

笠置中学校カヌー体験学習

　7月 1日（土）、笠置いこいの館屋外エントランスにおいて「第 7回宵待ち隣町の宵涼み会」が開かれ、
管内外から約 500 人が集まりました。
　文化活動の発信や地域住民の交流を目的としたこのイベントは今年で 7回目を迎え、少しずつ地域の方
にも馴染みある行事となり、家族連れや浴衣を着た子どもたちで賑わいました。
　ステージでは、京都府ダブルダッチ（2本のロープを使ったなわとび）協会による軽快なパフォーマンス、
オカリナ・和太鼓・フラダンス、さらに主催者の社会教育委員会議のみなさんによるコーラスなどが披露さ
れました。展示コーナーでは、地域のフォトコンテストが展示され、また、体験コーナーでは人気のレジン
アクセサリーとスイーツデコを作って楽しみました。大人も子どもも宵涼みのひと時を満喫できたようです。
　開催に当たっては、笠置町を中心に 3町村の地域の味力（食）コーナーをはじめ文化活動などそれぞれ
の立場で運営に協力いただきました。こうした取組をとおして、地域の文化活動を発信する 3町村のイベ
ントとしても根付いてきています。
　教育委員会では、今後も 3町村の住民を対象とした多種多様な社会教育事業を計画していますので、ぜ
ひご参加ください。

年に一度、ここに来れば会える人がいる
第 7回宵待ち隣町の宵涼み会が開かれました

カヌー体験の様子 足先の器具を調整する様子

�



　

7
月
18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）
に
相
楽
中
部

消
防
組
合
消
防
本
部
が
、
木
津
川
の
笠
置
大
橋

上
流
で
、
水
難
救
助
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
な
る
と
観
光
客
が
増
え
、
水
難
事

故
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
万
一
の
事
態
に
備
え
、
毎
年

こ
の
時
期
に
ボ
ー
ト
訓
練
と
潜
水
訓
練
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
ド

ロ
ー
ン
撮
影
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
協
会
の
協
力
の

も
と
、
ド
ロ
ー
ン
を
取
り
入
れ
た
訓
練
も
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
水
難
事
故
や

そ
の
他
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

7
月
1
日
（
土
）
に
笠
置
町
で
木
津
川
水
辺

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

25
年
か
ら
昨
年
ま
で
発
生
し
て
い
る
木
津
川
で

の
水
難
死
亡
事
故
を
受
け
て
、
事
故
の
発
生
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
パ
レ
ー
ド
形

式
で
の
水
難
事
故
防
止
啓
発
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

主
催
の
木
津
警
察
署
、
相
楽
中
部
消
防
組
合

消
防
本
部
や
笠
置
町
消
防
団
な
ど
か
ら
多
く
の

み
な
さ
ん
が
参

加
し
、
京
都
府

警
の
平
安
騎
馬

隊
や
音
楽
隊
の

先
導
の
も
と
、

笠
置
小
学
校
か

ら
笠
置
キ
ャ
ン

プ
場
ま
で
の
道

の
り
を
歩
き
、

水
難
事
故
「
0
」

を
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
は
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
内
で
の
啓
発
の
後
、

水
難
に
関
す
る
実
体
験
を
消
防
署
の
方
に
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
辺
で
の
遊
び
は
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
水

は
時
に
怖
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

木
津
川
で

水
難
救
助
訓
練

木
津
川
水
辺
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た

⃝

交
通
事
故
が
増
加
傾
向

　

通
勤
・
通
学
時
間
帯
・
帰
宅
時
間
帯
に
お
け
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
追
突
に
よ
る
事
故
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
運
転
を
す
る
と
き
は
、
運
転

に
集
中
し
て
脇
見
な
ど
せ
ず
、し
っ
か
り
前
を
見
て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

⃝�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
確
実
な
使
用

　

万
が
一
交
通
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
身
を
ま
も
っ
て
く
れ
る
の
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
す
。
安
全
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
万

が
一
の
事
故
に
備
え
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

⃝�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
る
詐
欺
が
多
発

　

他
人
に
暗
証
番
号
は
絶
対
に
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
役
所
を
名
乗
っ
て
「
医
療

費
の
還
付
金
が
あ
る
」「
金
融
機
関
か
ら
連
絡
が
あ
る
」
等
、
ま
た
は
金
融
機
関
を

名
乗
っ
て
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
更
新
時
期
で
す
」「
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」
と
言
っ
た
話
は
詐
欺
で
す
。
こ
ん
な
話
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

　

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ
た
応
急
手
当
指
導
員
が
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

日　

時　

9
月
10
日
（
日
）
午
前
8
時
45
分
〜
午
後
5
時
30
分

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
か
ら
新
生
児
）、異
物
除
去
法
、大
出
血
時
の
止
血
法
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）
の
使
用
方
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
副

子
固
定
法
、
熱
傷
の
手
当
、
搬
送
法

対
象
者　

�

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
に
在
住
ま
た
は
、
勤
務
す
る

方
（
原
則
、
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募
集
人
員　

先
着
30
人　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

�

筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い（
ス
カ
ー
ト
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
）。開
始
15
分
前
に
は
集
合
願
い
ま
す
。

各
自
で
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
お
昼
休
み
の
外
出
は
可
能
で
す
）。

申
込
み　

8
月
1
日
（
火
）
〜
8
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

�
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

安心・安全安心・安全

ドローンから浮環を受け取る様子

木津川水辺パトロールの様子

�



大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

『
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
教
室
』

〜
テ
ィ
ッ
シ
ュ
B
O
X
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
〜

実
施
日　

8
月
23
日
（
水
）

時　

間　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

北
野
由
美
子
さ
ん

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
た
だ
し
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

2
6
0
0
円

　
　
　
　
（
布
持
参
の
方
は
1
8
0
0
円
）

定　

員　

先
着　

15
人

持
ち
物
等　

裁
縫
ハ
サ
ミ
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
・

　
　
　
　

30
セ
ン
チ
定
規
・
筆
記
用
具

申
込
受
付　

8
月
7
日
（
月
）
〜
17
日
（
木
）

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

�

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

『
町
民
合
同
学
習
会
』

実
施
日　

8
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

尾
野
和
広
先
生

問
合
せ　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5
（
直
通
）

『
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座
』

実
施
日　

9
月
〜
12
月
の
指
定
の
7
日
間

　
　
　
　

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

場　

所　

精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
京
都
市
伏
見
区
）

参
加
対
象　

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
除
く
）
に
住

所
が
あ
る
方

　
　
　
　

・
す
べ
て
の
講
座
を
受
講
で
き
る
方

　
　
　
　

・�

講
座
修
了
後
、
こ
こ
ろ
の
健
康
推

進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
で
き
る
方

おしらせおしらせ
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
の
臨
時
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
（
笠
置
町
）

　

8
月
5
日
（
土
）
に
開
か
れ
る
夏
ま
つ
り
花

火
大
会
の
開
始
・
終
了
時
間
に
あ
わ
せ
て
、︻
草

畑
〜
有
市
〜
飛
鳥
路
︼
方
面
に
臨
時
バ
ス
を
運

行
い
た
し
ま
す
。
バ
ス
停
留
所
及
び
時
刻
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

行
き

草　

畑

北　

部

（
役
場
下
）

飛
鳥
路

上
有
市

18
時
30
分

18
時
35
分

18
時
42
分

18
時
45
分

19
時
00
分

19
時
05
分

19
時
12
分

19
時
15
分

中
有
市

下
有
市

有
市
口

北　

部

（
旧
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
横
）

18
時
46
分

18
時
47
分

18
時
48
分

18
時
49
分

19
時
16
分

19
時
17
分

19
時
18
分

19
時
19
分

■�

帰
り

北　

部

（
旧
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
横
）

草　

畑

北　

部

（
役
場
下
）

有
市
口

21
時
10
分

21
時
15
分

21
時
20
分

21
時
21
分

21
時
40
分

21
時
45
分

21
時
50
分

21
時
51
分

下
有
市

中
有
市

上
有
市

飛
鳥
路

21
時
22
分

21
時
23
分

21
時
24
分

21
時
27
分

21
時
52
分

21
時
53
分

21
時
54
分

21
時
57
分

＊�

花
火
大
会
は
、8
月
5
日（
土
）笠
置
大
橋
下
流
に
て
、

午
後
8
時
か
ら
打
上
げ
予
定
で
す
。

＊�

時
刻
は
あ
く
ま
で
も
予
定
時
刻
と
な
り
ま
す
。
運
行

状
況
に
よ
り
遅
れ
が
生
じ
ま
す
の
で
予
め
御
了
承
く

だ
さ
い
。

＊�

満
員
の
場
合
は
、
次
便
へ
の
乗
車
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
御
了
承
願
い
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

笠
置
町
企
画
観
光
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

笠
置
町
戦
没
者
追
悼
式

実
施
日　

9
月
7
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
受
付

時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
2
階
ホ
ー
ル

参
加
対
象　

戦
没
者
ご
遺
族

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

平
成
29
年
度 

健
康
診
断
（
個
別
健
診
）
の

お
し
ら
せ
の
変
更
に
つ
い
て
（
笠
置
町
）

　

7
月
号
の
お
し
ら
せ
版
で
平
成
29
年
度
健
康

診
断
（
個
別
健
診
）
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
健
診
日
程
と
申
込
み
期
日
に

つ
い
て
、
以
下
の
通
り
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
日　
　
　

程

　
（
誤
）　

平
成
29
年
8
月
1
日
〜
平
成
29
　

年
9
　

月
30
　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
（
正
）　

平
成
29
年
8
月
1
日
〜
平
成
29
　

年
9
　

月
29
　

日

○
申
込
み
方
法

　
（
誤
）　

7
月
10
日
〜
8
　

月
31
　

日
ま
で
に

　
　
　
　

�

直
接　

伊
左
治
医
院
（
☎
95
・
2
0
3
1
）

に
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
（
正
）　

7
月
10
日
〜
9
　

月
29
　

日
ま
で
に

　
　
　
　

�

直
接　

伊
左
治
医
院
（
☎
95
・
2
0
3
1
）

に
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
す
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
、
年
に
一
度
の
健
康
診
断
を
受
診
し
、
あ
な

た
の
健
康
状
態
の
確
認
と
生
活
習
慣
を
見
直
す

機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
（
和
束
町
）

日　

時　

8
月
1
日
（
火
）
〜
8
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場　

所　

和
束
町
役
場　

1
階
住
民
ホ
ー
ル

内　

容　

人
権
啓
発
の
パ
ネ
ル
展
示

　
　
　
　
「
こ
れ
っ
て
お
か
し
く
な
い
？
同
和
問
題
」

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

国
道
１
６
３
号
の
愛
称
が
「
京
都

い
づ
み
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
」

に
決
ま
り
ま
し
た

　

全
国
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
8
6
0
作
品
の

中
か
ら
、
国
道
1
6
3
号
（
京
都
府
域
）
の
愛

称
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
愛
称
が
地
域
の
方
々
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
地

域
の
魅
力
あ
る
資
源
と
と
も
に
広
く
P
R
し
、

広
域
観
光
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
労
働

観
光
室

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
21
・
2
1
0
3

お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075・414・4529
詳細は「お茶の京都博」HPへ（ochahaku.kyoto）

問合せ

11月4日（土）・5日（日）
カブキモノ茶宴

世界トップクラスの技術力を結集し、秀吉が利休に命じて作らせた黄金の茶室に
インスピレーションを得て、「久御山流『黄金茶室』」で「かぶき者」を演出。従来の
茶室とは違った異風な雰囲気でみなさんをおもてなしします。

久御山町役場周辺
（京都府久世郡久御山町島田ミスノ38）

11月3日（金・祝）
天下一の茶の湯名人「古田織部」ゆかりの瓶原（みかのはら）で現代風の茶宴を
展開。コスプレのへうげもので賑わう会場では、時を経て蘇る古田のお茶や、地元
グルメ、お子様向けの催しなどをお楽しみいただけます。  
※へうげもの＝ひょうきんな人、おどけた人

恭仁宮跡
（京都府木津川市加茂町例幣）

へうげもの茶宴 in みかのはら

お茶の京都博
11月のEVENT

講
　
座

お
し
ら
せ

南山城村和束町

精華町

木津川市 笠置町

京都いづみ
チャーミング
ロード

�



申
込
み　

�

8
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
山
城
南
保

健
所
に
て
要
申
込
み

問
合
せ　

山
城
南
保
健
所

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
7
9

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

8
月
10
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

8
月
13
日
（
日
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

8
月
15
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
1
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

8
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
役
場
1
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
（
直
通
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

8
月
25
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
–0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　

0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室

「
火
起
こ
し
道
具
を
つ
く
ろ
う
」

　

昔
の
「
火
起
こ
し
道
具
」（
ま
い
き
り
式
）
を

作
っ
て
、
火
を
起
こ
し
ま
す
。

日　

時　

8
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

定　

員　

�

小
学
生
以
上
（
小
学
4
年
生
ま
で
は

保
護
者
同
伴
）
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
用　

5
0
0
円
（
材
料
費
実
費
）

申
込
期
限　

8
月
5
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

第
2
回
火
起
こ
し
名
人
選
手
権

日　

時　

8
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

大
人
の
部　

午
後
2
時
〜

　
　
　
　

小
学
生
の
部　

午
後
3
時
〜

場　

所�　

山
城
郷
土
資
料
館

定　

員�　

な
し

申　

込　

�

当
日
受
付
（
開
会
30
分
前
か
ら
開
会

後
15
分
ま
で
）

夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室

「
和
同
開
珎
を
つ
く
ろ
う
」

　

古
代
の
お
金
「
和
同
開
珎
」
を
作
り
ま
す
。

金
属
を
鋳
型
に
流
し
込
ん
で
作
り
、
磨
い
て
仕

上
げ
ま
す
。

日　

時　

8
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
・
午
後
1
時
30
分
〜

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

定　

員　

�

小
学
生
以
上
（
小
学
4
年
生
ま
で
は

保
護
者
同
伴
）
各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
用　

1
0
0
円
（
材
料
費
実
費
）

おしらせおしらせ

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

8
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

8
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

8
月

8
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

9
日
（
水
）
東
部
集
会
所

23
日
（
水
）
産
業
振
興
会
館

25
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

8
月
18
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

25
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
・
登

録
手
続
き
の
支
援
、
就
職
先
の
相
談
、
就
職
活

動
の
支
援
、
就
職
後
の
定
着
の
支
援
、
就
労
系

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
紹
介
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
ご
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
2
回
開
い
て
い
ま
す
。（
毎

月
第
2
、
第
4
火
曜
日
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日　

時 

8
月
8
日
（
火
）・
8
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
–10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅�

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料 

連
絡
先　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　

0
8
0
・
1
4
2
8
・
3
4
2
0

　
　
　

0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

※�

相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り
に

く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が

⋮
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く
な
っ

て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

8
月
29
日
（
火
）　

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
2
時
〜

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象

　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み

　

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
8
月
22
日
（
火
）

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
の
際
、お
名
前
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
（
F
A
X
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

相
　
談

催
　
し

�



職
種
採
用
予
定
人
数

受
験
資
格

消
防
職

若
干
名

年
齢
と

学
歴

平
成
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
、
学
校
教
育
法
の
高
等
学
校
以
上

の
卒
業
者
又
は
同
等
の
学
力
を
有
す

る
人
（
平
成
30
年
3
月
卒
業
見
込
者

を
含
む
）

居
住

条
件

相
楽
中
部
消
防
組
合
管
内
又
は
そ
の

近
郊
（
お
お
む
ね
通
勤
時
間
片
道
40

分
以
内
）
に
居
住
し
て
い
る
か
、
採

用
後
に
居
住
の
予
定
が
あ
る
こ
と

身
体
的

条
件

身
長　

男
性　

�

お
お
む
ね
1
6
0
㎝

以
上
で
あ
る
こ
と

　
　
　

女
性　

�

お
お
む
ね
1
5
5
㎝

以
上
で
あ
る
こ
と

体
重　

男
性　

�

お
お
む
ね
50
㎏
以
上

で
あ
る
こ
と

　
　
　

女
性　

�

お
お
む
ね
45
㎏
以
上

で
あ
る
こ
と

　
　
　

※�

身
長
と
体
重
は
均
衡
を

保
っ
て
い
る
こ
と

視
力　

�

裸
眼
で
両
目
と
も
0
・
6
以
上

又
は
裸
眼
で
両
目
と
も
0
・
1

以
上
で
矯
正
視
力
が
1
・
0
以

上
で
あ
る
こ
と

色
覚
・
聴
力
・
言
語
、
そ
の
他
職
務

遂
行
上
支
障
が
な
い
こ
と

おしらせおしらせ

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資
格

自衛官候補生

男子
年
間
を
通
じ
て

お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

受
付
時
に

　

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　

※

18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
者

女子

防衛大学校学生

推薦
9
月
5
日（
火
）

　

〜
7
日（
木
） 　

9
月
23
日（
土
・
祝
）・

　
　
　

24
日（
日
）

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
、

成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を

修
め
、
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
者

総合選抜

1次
9
月
23
日（
土
・
祝
）
高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

2次
10
月�

28
日（
土
）・

　
　

29
日（
日
）

一般（前期）
9
月
5
日（
火
）

　

〜
29
日（
金
）

1次
11
月
4
日（
土
）・

　
　

5
日（
日
）

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

2次
12
月
5
日（
火
）

　

〜
9
日（
土
）

一般（後期）
平
成
30
年

1
月
20
日（
土
）

　

〜
26
日（
金
）

1次
平
成
30
年

2
月
17
日（
土
）

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

2次
平
成
30
年

3
月
9
日（
金
）

防衛医科大学校
医学科学生

9
月
5
日（
火
）

　

〜
29
日（
金
）

1次
10
月
28
日（
土
）・

　
　

29
日（
日
）

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

2次
12
月
13
日（
水
）〜

　
　

15
日（
金
）

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

9
月
5
日（
火
）

　

〜
29
日（
金
）

1次
10
月
14
日（
土
）

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

2次
11
月
25
日（
土
）・

　
　

26
日（
日
）

（
注
）　

※�

平
成
30
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育

学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
試
験
は
、
原
則
と
し
て
平
成

29
年
9
月
16
日
以
降
に
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　

③�

参
加
者
全
員
の
氏
名
（
性
別
・
年
齢
（
お

子
さ
ん
を
含
む
全
員
））

　
　
　

④�

保
育
ル
ー
ム
利
用
の
有
無
（
生
後

6
ヶ
月
以
上
で
就
学
前
の
お
子
さ
ん

に
限
り
ま
す
）

　
　
　
（
留
意
事
項
）

　
　
　

・�

実
技
講
習
・
保
育
ル
ー
ム
は
定
員
に

な
り
次
第
、
受
付
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（
参
加
・
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
の

み
、
保
健
所
か
ら
連
絡
い
た
し
ま
す
。）

申
込
期
限　

8
月
31
日
（
木
）
必
着�

　
　
　
　
（
実
技
体
験
・
保
育
ル
ー
ム
）

主　

催　

�

京
都
府
山
城
南
保
健
所
・
一
般
社
団

法
人
相
楽
医
師
会

後　

援　

木
津
川
市

申
込
み　

〒
6
1
9
–0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
18
–1

　
　
　
　

�

京
都
府
山
城
南
保
健
所　

企
画
調
整

室　
「
小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当
」

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
4
3
0
1　

　
　
　
　

0
7
7
4
・
72
・
8
4
1
2

　
　
　
　

�yam
ashin-ho-m

inam
i-kikaku@

pref.kyoto.lg.jp

※�

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
小
児
救
急
フ
ォ
ー

ラ
ム
以
外
の
目
的
で
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

第
10
回
「
青
空
」
教
育
講
演
会
と

み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

〜
自
死
の
道
を
選
ぶ
子
ど
も
た
ち
〜

　

広
島
中
学
校
内
申
書
自
死
問
題
か
ら

何
を
考
え
る
べ
き
か

講　

師　

佐
伯
陽�

さ
ん

　
　
　
　

�（
元
広
島
県
中
学
校
長　

現
広
島
都
市

学
園
大
学
教
授
）

日　

時　

9
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
6
時
開
場　

6
時
30
分
開
始

場　

所　

�

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館
「
い
ず
み

ホ
ー
ル
」　
（
入
場
無
料
）

問
合
せ　

☎
0
8
0
・
2
5
0
2
・
5
1
5
9

　
　
　
　
（「
青
空
」
代
表
・
佐
々
木
）

主　

催　

�

京
都
府
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援

の
会
「
青
空
」

後　

援　

木
津
川
市
・
京
田
辺
市
・
精
華
町
・

　
　
　
　

井
手
町
・
宇
治
田
原
町
・

　
　
　
　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

申
込
期
限　

8
月
12
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　

0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

9
月
30
日
（
土
）
午
後
1
時
〜
4
時

　
　
　
　
（
講
演
は
午
後
2
時
〜
）

場　

所　

�

山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ス
ピ

ア
や
ま
し
ろ
）
視
聴
覚
室
・
研
修
室
（
保

育
ル
ー
ム
あ
り
）

　
　
　
　

木
津
川
市
山
城
町
平
尾
前
田
24
番
地

内　

容

（
1
）　

講
演　

�

子
ど
も
の
急
病
対
策
「
子
ど
も

に
よ
く
あ
る
け
が
と
応
急
処
置

に
つ
い
て
」

　
　
　

講
師　

こ
い
し
整
形
外
科

　
　
　
　
　
　

小
石
逸
人
先
生

　
　
　

※
定
員
50
人
程
度
、
申
込
み
不
要

（
2
）　

講
習　

救
急
対
応
実
技
等　

　
　
　

講
師　

相
楽
中
部
消
防
組
合

　
　
　

※�

実
技
の
体
験
は
定
員
20
人
、
要
申
込

み
。
聴
講
・
見
学
は
自
由
。

（
3
）　

そ
の
他

　
　
　

①
健
康
相
談
・
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

・
が
ん
検
診
受
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
等

　
　
　

②
保
育
ル
ー
ム
の
利
用

　
　
　
　
（
定
員
20
人
、
要
申
込
み
）

　
　
　

※�

生
後
6
ヶ
月
以
上
で
就
学
前
の
お
子

さ
ん
に
限
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

�

実
技
の
体
験
希
望
者
・
保
育
ル
ー
ム

の
利
用
希
望
者
は
、
次
の
事
項
を
明

記
の
上
、
郵
送
・
F
A
X
又
は
メ
ー

ル
で
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
「
小

児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当
」
あ
て
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

①
参
加
申
込
者
の
氏
名

　
　
　

②�

参
加
申
込
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

連
絡
先
（
電
話
・
携
帯
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
）

　
　
　

�http://w
w
w
.�m
od.go.jp/pco/

kyoto/

（
2
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

�

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
–5

　
　
　

S
・
C　

O
K
U
B
O　

2
0
2
号
室

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
44
・
7
1
3
9

（
3
）　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90
–1

　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14
–2

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
（
直
通
）

　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14
–1

　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
（
直
通
）

（
4
）　

そ
の
他

　
　
　

�

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

募
集
内
容
・
応
募
資
格

受
付
期
間　

8
月
14
日
（
月
）
〜
9
月
1
日
（
金
）

　
　
　
　

※�

土
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

平
成
29
年
度
自
衛
隊
員
募
集

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

受
付
及
び
問
合
せ

（
1
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
0
7
5
・
8
0
3
・
0
8
2
1

募
　
集

�



おしらせおしらせ
受
付
場
所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
2

　
　
　
　

�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

総
務

課
へ
持
参
（
郵
送
は
受
付
不
可
）

必
要
書
類　

�
申
込
書
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
貼
り
、
次
の
書
類
等
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

1　

最
終
学
校
卒
業
証
明
書

　
　
　
　
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

　
　

2　

最
終
学
年
成
績
証
明
書

　
　

3　

受
験
票
送
付
用
封
筒　

1
通

　
　
　
　

�（
長
形
3
号
封
筒
に
、
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
82
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。）

試
験
日　

第
1
次
試
験

実
施
日　

10
月
15
日
（
日
）

場　

所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
2

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

試
験
内
容　

教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
、
小
論
文

※�

第
2
次
試
験
等
に
つ
い
て
は
、
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

そ
の
他　

�

試
験
案
内
・
申
込
書
等
は
、
相
楽
中

部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
及
び

消
防
本
部
各
出
張
所
・
木
津
川
市
役

所
（
支
所
）・
笠
置
町
役
場
・
和
束
町

役
場
及
び
南
山
城
村
役
場
に
置
い
て

い
ま
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.so
u
ra
k
u
c
h
u
b
u
1
1
9
-

kyoto.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
0

第
45
回
木
津
川
を
美
し
く
す
る
作

品
展
作
品
募
集

　
「
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は
、
南
山
城

地
域
を
流
れ
る
ふ
る
さ
と
の
川
「
木
津
川
」
を

み
ん
な
の
手
で
守
り
、
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い

川
を
残
そ
う
と
、
昭
和
48
年
1
月
に
会
を
結
成

し
て
以
来
、
木
津
川
河
川
敷
の
清
掃
や
標
柱
に

よ
る
啓
発
、
さ
ら
に
は
児
童
・
生
徒
を
中
心
と

し
た
作
品
展
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
本
年
も
、
次
の
要
領
に
よ
り
「
木

津
川
を
美
し
く
す
る
作
品
展
」
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
の
多
く
の
住

民
の
み
な
さ
ん
や
児
童
・
生
徒
の
作
品
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

目　

的

　

�

相
楽
地
域
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
顔
と
も
言

え
る
「
木
津
川
」
の
美
化
意
識
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
一

助
と
し
ま
す
。

募
集
作
品

（
1
）　

標
語
の
部

　
　
　

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も
の

（
2
）　

短
歌
の
部

　
　
　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

（
3
）　

俳
句
の
部

　
　
　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

（
4
）　

詩
の
部

　
　
　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

　
　
　
（
8
0
0
字
以
内
）

（
5
）　

作
文
の
部

　
　
　

�

木
津
川
及
び
河
川
美
化
を
主
題
と
し
た

も
の
（
小
中
学
生
に
限
る　

1
6
0
0

字
以
内
）

（
6
）　

ポ
ス
タ
ー
の
部

　
　
　

�

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も
の
（
小
中

学
生
に
限
る　

サ
イ
ズ
・
画
用
紙
4
切
）

（
7
）　

書
道
の
部

　
　
　

�

木
津
川
及
び
河
川
美
化
を
主
題
と
し
た

も
の
（
サ
イ
ズ
・
小
中
学
生
は
書
き
初

め
用
八
つ
切
り
サ
イ
ズ　

目
安
・
縦
68

㎝
×
横
18
㎝　

通
常
半
紙
の
作
品
は
不

可
で
す
。）

受
付
期
限

　

8
月
25
日
（
金
）（
厳
守
）

　

�

た
だ
し
、
木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
内
小
中
学

校
を
通
じ
て
応
募
す
る
児
童
・
生
徒
の
場
合

に
お
い
て
各
小
中
学
校
か
ら
各
市
町
村
支
部

事
務
局
へ
の
受
付
期
限
を
9
月
5
日
（
火
）

と
し
ま
す
。

提
出
先

　

�

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
各
市
町
村
支
部
事

務
局　

た
だ
し
、
木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
内

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
各
学

校
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
募
集
者
に
つ
い
て

は
本
部
事
務
局
。

応
募
方
法

　

�

必
ず
各
市
町
村
支
部
事
務
局
に
備
え
て
い
る

応
募
票
に
必
要
事
項
を
明
記
す
る
こ
と
。

応
募
資
格

　

�

原
則
と
し
て
木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
も
の
と
す
る
が
、
そ
れ

以
外
の
応
募
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
作
品
展
の
審
査
員
お
よ
び
本
会
関

係
役
職
員
を
除
く
。

作
品
の
返
還

　

�

応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
還
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
の
み
事
前
申
出

者
に
返
却
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
本
部
事
務
局　

　

〒
6
1
9
–0
2
1
4

　

木
津
川
市
木
津
上
戸
18
–1

　

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

　

木
津
地
域
総
務
室
内

　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
0
5
1

　

0
7
7
4
・
72
・
8
5
3
1

「
第
25
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ

ど
い
」　

出
演
団
体
募
集

　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会
は
、

平
成
30
年
2
月
11
日
（
日
）
に
精
華
町
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
か
し
の
き
苑
」
で
開
か
れ
る
第

25
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
の
出
演
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
30
年
2
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時
（
予
定
）

場　

所　

精
華
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
か
し
の
き
苑
」

　
　
　
　

�

相
楽
郡
精
華
町
大
字
南
稲
八
妻
小
字

砂
留
22
–1

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
94
・
5
2
0
0���

　
　
　
　

0
7
7
4
・
93
・
2
2
7
8

募
集
内
容　

�

演
奏
・
合
唱
・
民
踊
・
詩
吟
・
舞
踊

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
の
舞
台
発
表

募
集
団
体　

10
団
体
程
度

　
　
　
　

※�
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
演
時
間　

�

入
退
場
を
含
め
て
1
団
体
15
分
以
内

（
厳
守
）

出
場
資
格　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
在
住
又
は

活
動
す
る
5
人
以
上
の
団
体
。

出
場
条
件　

�

出
演
団
体
の
代
表
者
は
実
行
委
員
会

委
員
と
な
る
こ
と
。

出
演
料
・
入
場
料　

無
料

申
込
方
法　

�

ハ
ガ
キ
に
「
第
25
回
相
楽
の
文
化
を

創
る
つ
ど
い
」
出
演
希
望
と
明
記
し
、

グ
ル
ー
プ
名
・
出
場
予
定
人
数
・
発

表
種
目
と
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
6
1
9
–0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15
（
相
楽
会
館
内
）

　
　
　
　

�

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委

員
会

締　

切　

8
月
31
日
（
木
）︹
消
印
有
効
︺

問
合
せ　

�

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
お
こ
な
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
29
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

◦
教
養
学
部

　
　

・�

科
目
履
修
生
（
6
ヶ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

・�

選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

・�

全
科
履
修
生
（
4
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）

◦
大
学
院

　
　

・�

修
士
科
目
生
（
6
ヶ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

・�

修
士
選
科
生
（
1
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

　

6
月
15
日
（
木
）
〜
8
月
31
日
（
木
）

　

9
月
1
日
（
金
）
〜
9
月
20
日
（
水
）

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。）

問
合
せ
・
資
料
請
求

　

〒
6
3
0
–8
5
8
9　

奈
良
市
北
魚
屋
東
町

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎�

0
7
4
2
・
20
・
7
8
7
0

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

�



おしらせおしらせ

平成 29 年度 消費生活講座
　自立した消費者への第一歩として、複雑・多様化する
消費生活問題について学びませんか。そして、学んだこ
とを消費者支援活動や地域活動に活かしましょう。
　今年度も全 5回の消費生活講座を開講します。ご興味
をお持ちの講座がありましたら、是非ご参加ください。

募集定員　※�第 1・3・4回は 50人、第 2回は 20人、
第 5回は 25人

参加資格　木津川市及び相楽郡に在住・在勤・在学の方
参　加　費　�無　料（ただし、第2・5回は昼食代として1,000

円を徴収します。）
主　　催　�相楽郡広域事務組合（相楽消費生活センター）・

山城ごはん実行委員会（第 2・5回共催）
申込方法　�電話・FAXのいずれかの方法で「消費生活講

座参加希望」の旨と、氏名・住所・電話番号・
参加予定日をお伝えください。

申込受付　8月 7日（月）から申込みを受付けます。
　　　　　�申込み多数の場合は抽選、申込まれた方全員

に受講の可否の連絡をします。
申込締切　第1回　9 月 7 日（木）　�第 2回　9 月 14日（木）
　　　　　第3回　9 月 21日（木）　�第 4回　9 月 29日（金）
　　　　　第5回　10月 12日（木）
　※定員に満たない場合は締切日以降も受付します。
　　相楽郡広域事務組合までお問合せください。

申 込 み　相楽郡広域事務組合（相楽消費生活センター）
　　　　　http://www.souraku-kyoto.or.jp
　　　　　〒619-0214　木津川市木津上戸 15　相楽会館内
　　　　　☎ 0774･72･0421　 0774・72・0470

やまなみキネマ

映画「風のたより」上映会

日　時　8 月 20日（日）
　　　　①午前 10時〜
　　　　②午後 2 時〜（いずれも 30分前、開場）
場　所　やまなみホール
入場料　一般�前売り／ 800 円�（当日　1,000 円）
　　　　高校生以下／ 500 円
　　　　※未就学児／無料
主　催　南山城村
問合せ　南山城村文化会館�やまなみホール
　　　　☎ 0743・93・0560

コントラバスセミナー in 南山城村２０１7 参加者によるコンサート

Contrabass 大集合 !!
今年もコントラバスの重低音が、やまなみホールを揺るがす。
著名な 4人のコントラバス奏者の演奏は必聴です。
ぜひ、この機会にお楽しみください。

　「どうせ」が口癖のネガティブ女
子・くるみは、倒れた祖父に頼まれ
てカフェの開店準備をする事になっ
たのだが…。心がくじけて何度も後
ろを向いては、再び前を向いて歩き
出す。そうして少しずつ成長してい
く女性の姿を描いた、ゆったりとし
た優しい作品です。

ⓒ �2016「風のたより」製作委員会
http://kazeno-tayori.jp

日　時　８月8日（火）　午後6時開演（午後５時30分開場）
会　場　やまなみホール　　�入場料　無料（予約不要）

問合せ　南山城村文化会館�やまなみホール
　　　　☎ 0743・93・0560

出
演
者

石川�　滋 読売日本交響楽団ソロコントラバス
洗足学園音楽大学客員教授

渡邉�玲雄 新日本フィルハーモニー交響楽団首席
愛知県立芸術大学講師

池松�　宏 東京都交響楽団首席、東京藝術大学准教授
国立音楽大学客員教授

吉田�　秀 �NHK交響楽団首席、東京藝術大学准教授
東京音楽大学客員教授、相愛大学講師

セミナー受講生のみなさん

プ
ロ
グ
ラ
ム

◦講師によるソロコンサート
　　　・4つの小品より『インテルメッツォ』�『タランテラ』
　　　・コントラバスソロのための古い様式による組曲
　　　・『アヴェ・マリア』�『美しき夕暮れ』�『カヴァティーナ』
　　　・『ヴォカリース』�『小さなワルツ』・・・他
◦講師によるアンサンブル〈映画音楽〉
◦受講生全員によるコントラバス・オーケストラ
◦コントラバスを体験してみよう

上映時間
90 分

新木優子 /大杉漣 /加藤雅也 /佐生雪 /
柳俊太郎 /井田國彦 /平田薫 /秋本祐希

日時・内容
回 日　時 テーマ・講師 会　場

1
9 月14日（木）
午後 1時 30分
〜 3時 30分

テーマ：「悪い奴らに騙されないで！
〜特殊詐欺・悪質商法等の被害の現
状と対策〜」

講　師：�京都府木津警察署生活安全課
生活安全係
　近藤勇二�警部補

相楽会館
大ホール

2
9月21日（木）

午前 10時
〜午後 4時

テーマ：圧巻の茶畑と南山城村満喫体験
内　容：①日本遺産の茶畑見学（高尾地区）
　②昼食・お茶入れ体験
　（〔道の駅〕お茶の京都みなみやましろ村）
　③ブルーベリージャム体験（harmony 卯）
　　（南山城村文化会館�やまなみホール）

相楽会館
集合
※マイクロ
バスで移動

3
9月28日（木）
午後 1時 30分
〜 3時 30分

テーマ：「見守り支えあってこその安心生活」
講　師：�大谷大学文学部社会学科

　山下憲昭�教授
相楽会館
大ホール

4
10 月7日（土）
午後 1時 30分
〜 3時 30分

テーマ：「スマホやネットに潜む危険」
　〜仕組みを知って被害を防ごう〜
講　師：�NIT 情報技術推進ネットワーク

　篠原嘉一�代表取締役

相楽会館
大ホール

5
10 月19日（木）

午前 10時
〜午後 3時

テーマ：秋の鹿背山満喫体験
内　容：①柿狩り（鹿背山地区）
　　　　②西念寺拝観
　　　　③昼食・和菓子手作り体験（長盛堂）
　　　　　　　・抹茶体験（森田製茶）
　　　　　（あいはうす鹿背山）

あいはうす
鹿背山
集合

※�講師の都合により、内容を変更する場合があります。

問 合 せ
市町村名 担当課 電話番号 市町村名 担当課 電話番号
相楽郡広域
事 務 組 合 事務局 0774･72･0421 和 束 町 農村　

振興課 0774･78･3008

木 津 川 市 観光　
商工課 0774･75･1216 精 華 町 産業　

振興課 0774･95･1903

笠� 置� 町 企画　
観光課 0743･95･2301 南山城村 産業　

生活課 0743･93･0105

�



★ Pick UP ★
　「さかさ町」
　F. エマーソン・アンドリュース 作　ルイス・スロボドキン 絵
　小宮 由 訳�
　リッキーとアンの兄妹が、ひょ
んなことから滞在することになっ
た「さかさ町」。名前の通り、そこ
ではすべてが「さかさま」。子供
は楽しんで働き、大人は遊ぶ。学
校に通うのは休日だけで、覚える
ことより忘れることが大事。買い
物をすれば、品物といっしょに値
段分のお金がお客に渡される……。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
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活
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談
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苦
情
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に
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楽
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費
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９
９
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５
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Ｏ
Ｇ
Ｏ
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相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
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」☎
１
８
８（
い
や
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！
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も
ご
利
用
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だ
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。
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９
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４
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テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
見
て
ス

ト
レ
ッ
チ
ジ
ー
ン
ズ
を
購
入
し
た
が

届
い
た
商
品
を
手
に
取
っ
て
み
る
と

テ
レ
ビ
で
見
た
印
象
と
は
違
い
、
素
材

の
生
地
が
下
着
の
よ
う
に
薄
く
外
出

時
に
着
用
で
き
そ
う
も
な
い
。
返
品
・

交
換
で
き
る
、
と
字
幕
に
書
い
て
あ
っ

た
と
思
い
着
用
前
だ
っ
た
の
で
電
話

で
問
い
合
わ
せ
る
と
、
返
品
・
交
換

は
未
開
封
の
も
の
に
限
る
と
言
わ
れ

た
。
開
封
し
な
い
と
生
地
の
感
触
は

分
か
ら
な
い
の
で
納
得
で
き
な
い
。
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60
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代　

女
性
）

Ⓐ
茶
の
間
に
い
な
が
ら
に
し
て
買
い

物
が
で
き
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

は
、
外
出
の
機
会
が
少
な
い
人
に
と
っ

て
は
と
て
も
便
利
で
す
が
、
手
に
と
っ

て
質
感
や
重
量
を
確
認
で
き
な
い
の

で
テ
レ
ビ
画
面
と
届
い
た
商
品
の
イ

メ
ー
ジ
の
違
い
に
納
得
い
か
な
い
と

い
う
事
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
テ

レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
ネ
ッ
ト
通
販

や
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
と
同

じ
く
通
信
販
売
に
該
当
し
て
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
が
な
く
、
返

品
に
つ
い
て
表
示
が
あ
れ
ば
そ
の
内

容
に
従
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談

の
ケ
ー
ス
で
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
問

合
せ
に
「
返
品
と
サ
イ
ズ
の
交
換
は

未
開
封
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
」
と

目
立
ち
や
す
い
色
の
文
字
で
表
示
し

て
い
る
、
同
じ
内
容
の
書
類
も
商
品

に
同
封
し
て
い
る
、
と
販
売
事
業
者

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
消
費
者
は

テ
レ
ビ
画
面
の
商
品
に
注
意
力
が
集

中
し
て
い
る
の
で
テ
ロ
ッ
プ
の
文
字

に
は
気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

便
利
だ
か
ら
と
安
易
に
利
用
せ
ず
、
テ

レ
ビ
画
面
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
電
話
で
問
合
せ
て
確
認
後
注
文

す
る
余
裕
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
返
品

に
つ
い
て
表
示
が
な
け
れ
ば
送
料
の

負
担
は
あ
り
ま
す
が
返
品
・
返
金
を

求
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
あ
き
ら

め
ず
に
で
き
る
だ
け
早
く
相
楽
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
購
入
し
た
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
違
う

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　8 月 27 日（日）　午前 10時 30分〜
　場　所　和束町体験交流センター　会議室

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

素敵な日本人 東野　圭吾

かくしごと 住野　よる

「どうせ無理」と思っている
君へ 植松　努

児童書

室町時代のサバイバル チーム・ガリレオ

物語ること、生きること 上橋　菜穂子

さかさ町 F. エマーソン・
アンドリュース

和　束　町

一般書

たとえ世界が終っても 橋本　治

ジュリエットのいない夜 鴻上　尚史

かがみの孤城 辻村　深月

児童書

ひとつずつ 長　新太

ニワトリぐんだん 田川　秀樹

時知らずの庭 小森　香折

南山城村

一般書

銀の猫 朝井　まかて

フルサトをつくる 伊藤　洋志

薬味の魔法 平尾　由希

児童書

まけてなんかない！ 品川　裕香

転んでも大丈夫 臼井　二美男

お見舞いにきたぞうさん 香山　多佳子

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。和束町体験交流センター図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

�
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,409 人　（-5）
世帯数　　657世帯（-1）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,109 人　（-8）
世帯数　1,713 世帯（-3）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,841 人　（-3）
世帯数　1,252 世帯（-1）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 7月 1日現在）３町村人口

環　境環　境

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」に参加しています
　2020 年に東京で開催されるオリンピック・パラリンピック
競技大会の入賞メダルに、不要となった小型家電に含まれる
リサイクル材が活用されることになりました。
　東京 2020 組織委員会が主催するこの取り組みに、全国の
自治体が、小型家電の回収で協力することになり、相楽東部
3町村（笠置町・和束町・南山城村）もこのプロジェクトへ
参加することになりました。2020 年以降も持続可能な、リサ
イクルの促進に繋がることも期待しています。
　相楽東部 3町村では、笠置町役場・和束町役場・和束町体
験交流センター・南山城村役場の全 4か所に回収ボックスを
設置しています。
　詳しくは、各町村ホームページ、相楽東部広域連合ホーム
ページ、またはプロジェクトのホームページ（www.toshi-
kouzan.jp）をご確認ください。

主催　東京 2020 組織委員会

問
合
せ

笠置町税住民課　　　　　��☎ 0743･95･2301（代表）
和束町農村振興課　　　　��☎ 0774･78･3008（直通）
南山城村産業生活課　　　��☎ 0743･93･0105（直通）
相楽東部クリーンセンター��☎ 0774･78･4153（直通）

小型家電リサイクルにご協力ください！

検索で都市鉱山　リサイクル➡

　3年前、援農を通して和束町を知り、小さい町ゆえの人と人との距離
感、町の人の良さ、緑豊かな茶源郷の景色に惚れ、和束に移住しました。�
今は和束茶カフェで働きながら、茶農家さんのイベント出店のお手伝い
をしたり、農繁期には畑や工場で働いたり、あっち行ってと言われれば
行き、こっち来てと言われれば行き、充実した日々を過ごしています。

　わたしたち 移  住 　しました　 　　  　 　

～滋賀県から和束町に移住～
矢守沙奈絵さん


